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1はじめに
1．研究の目的
埼玉県の西部、秩父盆地のほぼ中央に位置している秩父市は、人口7万
人の地方都市（1）で、産業・経済面でも秩父地方の中枢として機能してい
る。そして、周りを山に囲まれ、関東の平野部とは違った独自の産業（2）・
文化の発展を遂げた秩父地方は、祭りの宝庫とも言われ、市レベルで執り
行われる祭りから小さな耕地（3）単位で行われる祭りまで、その多くを現
在まで伝えている。
その数ある祭りの中でも秩父を代表する祭り乏言えば、日本三大曳山祭
といわれ、京都祇園祭、飛騨高山祭とならび称される秩父大祭、通称「秩
父夜祭」である。この祭りは屋台及び笠鉾を奉曳しての曳山祭り（4）で、
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そこでは秩父屋台難子（以下「屋台曉子』とする）という祭り鷹子が重厚
な造りの屋台（5）を曳く、曳き子たちを鷹し立てている。
秩父地方には、この冬の夜祭と、一年を夜祭と二分すると秩父の人々が
捉えている夏の川瀬祭、そしてこれら以外にもたくさんの曳山祭りがあ
り、それら全てで屋台嚥子が奏されているという。しかし、そういった曳
山祭りに限らず、屋台曉子は豊かで健やかな生活を願う素朴な祭りや芸能
とも結びつき奏されている。例えば、8月16日に皆野町立沢耕地で行わ
れている虫送りでは、屋台嚥子が呼び太鼓として奏されており、秩父市荒
川白久で行われている神楽では神楽の一部として奏されているという。ま
た、各地には、現在は使われていないが、過去に使ったと思われる太鼓や
屋台、また部品が残っている。これらのことから、この地方では昔から相
当数の祭りが存在し、各地で太鼓が奏され賑わっていたことが推察でき
る。
では、そのような祭りや芸能と結びつきながら屋台曉子は秩父や秩父の
祭りの歴史の中でどのような発展を遂げたのだろうか。本論では、秩父夜
祭と夏の川瀬祭を中心に検討していく。
2．研究の方法
筆者は、平成9年8月から秩父夜祭及び川瀬祭の屋台町である、中町の
中町屋台離子保存会の活動に参加させてもらい、フィールドワークを行っ
ている。今回の研究では、秩父や秩父の祭り、また屋台嚥子に関する文
献、フィールドノーツから歴史的記述を抽出し検討する。
II「ちちぶ」という名
まずばじめに「ちちぶ」という名について考えてみたい（6）。この「ち
ちぶ」という名がついたのはいつごろなのだろうか。「ちちぶ」という名
くじきこくぞうほんぎが、我が国の古典に初めて現れたのは、旧事紀国造本紀である。それには
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みずがきのやごごろおもいかねのみこと「知知夫国造、瑞籠朝（崇神天皇）の御世に、八意思金命の十世の孫
知知夫彦命国造に定め賜ふ。」と見えている。従って、第十代崇神天皇の
御代に、知知夫国として開かれ、のち武蔵国の一部となったと考えられ
る。さらに高橋氏文からも、知知夫という名が見え、古くは「ちちぶ」は
知知夫という三字が使われていた。その「知知夫」が「秩父」に改まった
のは、和銅六（713）年ごろで、この年に元明天皇（第43代）が「畿内七
道諸国郡郷の名は好事を著けよ」と詔せられ、また延喜式民部式に「凡諸
なみかめい国部内郡里等の名は拉に二字を用ひ必ず嘉名を取れ」と定められたことによって国、郡、郷等の名は二字に定まり「知知夫」が「秩父」になった。
また、秩父地方を「ちちぶ」というようになった語源は諸説ある。国造
知知夫彦命の知知夫をとったという説、秩父にたくさん茂っているイチョ
ウの木の古語「チチノキ」に起因するという説、秩父地方の鍾乳洞は名高
ちちいしく、この鍾乳石を乳石と呼び、秩父の名になったという説、冷やかな清水
というアイヌ語「チチブ」からきたという説、「ちちぶ」は「千千峰」で
たくさんの峰のある地方であるという説、「秩父風土記」にみえるのは、
「ちちぶ」とは父母のことでこれを「ちちぼ」と読むという説、等であ
る。しかしながら定説というものがなく、従って秩父の語源ははっきりし
ていないというのが現状である。
皿古代・中世の秩父
1．秩父神社
夜祭と川瀬祭は秩父神社の神事であり、その際の屋台行事は附祭として
長い歴史を持っている。関東地方においても有数の古社とされる秩父神社
はいつの頃からか、秩父の人々から惣社・鎮守として信仰され、精神的な
拠として存在し続けている。社殿は秩父盆地の中心地点「柞の森」の中に
あり、正面南に武甲山を仰いでいる。神社の歴史は今から2千有余年前に
始まるという伝承（7）があるが、歴史上では貞観4（862）年の『三代実
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録』を初見としている。従って、これが社成立の下限期であり、創立上限
はこれより以前ということが言える。そして、鎌倉時代（8）に当時秩父を
支配していた平姓秩父氏が、秩父神社に妙見大菩薩を祭神とする妙見宮を
祀った。嘉禎1（1235）年、落雷のため秩父神社は炎上、再建された社
は「妙見宮」あるいは「妙見宮秩父神社」とされた。鎌倉・江戸期を通じ
て幕府のあつい崇敬を受け、大麻を将軍と領主に献じたが、庶民には産育
と養蚕の守り神として崇敬を集めた（9）。明治新政府によって神仏混交が
排され、神道から仏教色がぬぐいさる機会が訪れたとき、妙見大菩薩は
あめのみなかぬしのみこと
天御中主命と改称され、社名は秩父神社の旧に復した。現在では主神、
八意思金命を学術文芸の守護をもって崇め祀っている。その他、祭神とし
て知知夫彦命、秩父宮雍仁親王を祀っている。
2．秩父夜祭のおこり
秩父夜祭と呼ばれている秩父神社の例大祭は、毎年12月1日から6日
まで行われている。今日、多くの観光客を呼び寄せている附祭は、そのう
ちの2日と3日であり、両日ともこの祭りの象徴とも言える2台の笠鉾と
4台の屋台が奉曳される。では、その附祭はいつごろから行われているの
であろうか。永禄12（1569）年の武田信玄との戦、そして明治11（1878）
年大宮郷大火により資料の多くを焼失し、詳しいことはわからない。『秩
父神社社伝』によれば、天慶年間（938～947年）に御旅所へ神輿渡御の
祭りが行われ、これがその創始であるという伝承がある。また、明治初年
まで使用されていた神輿が現存し、その容姿や装飾には室町時代中期の特
色が見出されるという。つまりこの神輿の存在は、この頃すでに御旅所巡
幸の儀が行われていたことを意味するものである（10）。
3．絹織物のおこり
夜祭は、江戸時代に絹大市として発展し盛大になっていった祭りであ
る。秩父における絹織物産業のおこりは永禄の頃（1558～70年）で、横
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瀬村の浅見伊賀守慶延が農業の副業に絹織を行わせたと伝えられる。この
絹織物は根古屋絹と称されて、白無地絹織物の代表的なものであった。そ
して明治の初期に白無地から縞物を織り出すようになり、これが秩父銘仙
と名を馳せる絹織物と発展していったのだった。
IV江戸時代の秩父
1．川瀬祭のおこり
川瀬祭のおこりについては、次のような記録がある。万治2（1659）
年、秩父市中村の『井上家文書』に「六月十五日の川瀬の祓」とあり、こ
の頃、すでに夏祈祷が行われていたことがわかる。宝永6（1709）年に
は、『久保家文書』の『秩父領百姓年中業覚』によると、夏祈祷のため大
幣を奉じ、荒川武の鼻河原に渡御し胡瓜などの供物を流す程度の祭りで
あったことがわかる。文化12（1817）年の「武蔵野話』には、神輿が渡
された様子が「六月十五日秩父神祠妙見宮二祠の神輿洗ひとて荒川の浜に
出て執行ふ神事あり」と描かれている。
また、旧6月15日頃は疫神の活動が始まると考えられていた時期であ
る。そしてこの頃最も多く行われるのが祇園祭。本来、八坂社と牛頭天王
とは別々のものだったが、次第に信仰が接近し、祇園会の形で合体した。
この信仰は尾張の津島天王社から関東各地に伝播されたが、やがて地方に
よっては氏神信仰と結びつく、あるいは交代する場合もあった。秩父地方
においても、秩父神社の川瀬祭はその一形態であり、氏神祭と祇園祭が習
合した姿である。領内百姓にとっては、それがたとえ祇園信仰によったも
のでも、あるいは産土神信仰における祭祀であっても、悪霊罪稼を祓う神
事を営むことが必要なのだ。
また、川瀬祭にあたり、秩父神社拝殿右側に祀られている摂社日御碕宮
が重要視されている。主神は素菱鳴尊であり、濡津姫ほかが配祀されてい
る。20日の川瀬神幸に先立つ本殿祭の後、続いて日御碕宮に参向し祝詞を
一403一
浅賀ひろみ
奉上する。素菱鳴尊は、牛頭天王の習合神であり、さらに田の神であり、
濡津姫は水神である。川瀬祭は「喫ぎ」といって神輿を川の中にひきい
れ、もみ合う行事を伴っているように、大変水と縁が深いのである。この
ようなことから、この日御碕宮が、いつ頃妙見宮に併せ勧請されたかは明
確でないが、川瀬祭神事は、この社の神事であったという可能性もある。
そして、明治以降この川瀬祭の附祭に屋台が練るようになると、ますます
の賑わいを見せ発展していったのである。
2、絹大市（11）
秩父神社の例大祭は、改暦以前は霜月三日を中心に行われていた。この
霜月の祭りは旧暦11月に行われる農家の収穫祭、つまり新嘗祭である。
江戸時代の秩父の農民たちは山の傾斜を耕して生活を支えてきた。しか
し米や麦などの自給の耕地に乏しい山村農業社会において、その生活を支
えるためには換金できる有利な副業を求めなければならなかった。蚕を
養い、絹や木綿などの織り立てはこのためであった。元禄時代（1688～
1704）年になると江戸や大阪を中心とした都市の確立により絹織布地は
商品として需要が著しく増加した。江戸に隣接している秩父地方の山村は
地域的にも恵まれたこともあり、華美豪奢な元禄文化を誇ったこの時代に
秩父の絹織業は一大飛躍を遂げたのであった。宝永6（1709）年の松本
家文書の中にある「秩父領百姓年中業覚」によると、11月3日から6日ま
での妙見祭礼には商人が入り込んで絹の売買を行ったという記述がある。
これが絹市である。農家で織られた絹は、これらの市で主に江戸の呉服問
屋から融通された前渡金によって買い付けた仲介の手を通じて、換金され
たのだった。霜月大祭で開かれた市は、秩父地方では最大のもので絹大市
とも呼ばれ、絹仲買による取引は当時莫大な金額にのぽったという。この
ようにして、絹織物による現金収入で、当時の農民たちは生活の安定を得
ることができたのである。
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3．屋台笠鉾の誕生と発展（12）
寛文年間（1661～1672年）の『薗田家日記』には、「当社妙見宮神事の
儀ハ往昔ヨリ到来候処、祭礼屋台の儀ハ寛文年中ノ頃ヨリ相始候」とあ
り、これが屋台についての初めての記録である。しかしながら、他の史
料（13）では、屋台の原初形態の出現時期は寛文年間までは遡れないとし
て、正徳～享保年問初期（1711～1720年）に屋台の原初的な造形物が出
現したと考えられている（14）。秩父夜祭の屋台は、秩父地方にお小て最初
に創建された屋台と言われている。それらは寛文年間（1661～73年）に
萌芽ができ、享保年間（1716～36）に結城文右衛門と八郎左衛門らの指
導によって完成をみたと考えられている。結城文右衛門と八郎左衛門にっ
いては資料が少なく詳しくはわからないが、当時は江戸において大型屋台
が全盛だった時期だったので、江戸かまたはその周辺で屋台制作に携わっ
ていた人物であろうと考えられている。その時にできた屋台が、宮地・上
町・中町・本町の4基の屋台なのである。寛政年間（1789～1801年）に
なると、秩父絹の全盛であった秩父では、各屋台の改造及び新造が盛んに
行われ、それまで京都祇園祭のように幕装飾が主流であった屋台は彫刻が
多用されるようになり、今日の秩父型屋台の基本型が完成した。また張出
舞台が確立されたのも寛政年間と言われている。
一方、笠鉾が文献上に初出するのは、安永1（1772）年の下郷笠鉾で
あり、秩父地方に笠鉾が誕生したのは当然これ以前ということになり、宝
暦から明和にかけての頃（1751～72年）と推定されている。寛政年間に
なると、屋台を中心とした曳山祭りが秩父に限らず全国的に華やいだ時期
であり、秩父の笠鉾もその影響を受け、次第に装飾が華美になっていき、
高層化されていった。それまでは江戸風の一層笠鉾であったが、寛政7
（1975）年に中近の10mを超える三層の笠鉾が誕生した。これ以後、こ
の三層の形態が秩父地方における笠鉾の一般的な形態となっていく。その
後、養蚕が盛んになった秩父では、農民たちに経済的なゆとりが生まれ、
各地で笠鉾が新造されるようになった。すると高さの点で競い合いが起こ
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るようになっていったのだった。しかし、この時期の高層笠鉾は最も大切
な重心をほとんど無視して高くしたため、転倒事故を起こす笠鉾も出てき
た。つまり、高さの競争にも限界があったわけで、こうして笠鉾と屋台を
組み合わせたような構造の屋根付笠鉾が誕生することになったのである。
これは土台と笠の間に内室と屋根を付設した造りになっており、この形式
の笠鉾は文久3（1863）年着手、明治13（1880）年に完成した中近笠鉾
が最初で、初めて曳き出した時はあまりの美しさに實銭が多数投げ込ま
れ、彫刻の一部を破損したほどだったと伝えられている。
4．屋台芝居の始まり（15）
延享4（1747）年、忍藩城主の代理平井五郎兵衛は11月2日に上町、
中町、本町の屋台歌舞伎を見物するという実際の記録が見えている。時代
も下り、屋台が祭りの中心的存在になると、それに付随して屋台狂言等の
芸能が演じられるようになっていった。
元禄の頃（1688～1704年）になるとその華美豪奢な文化は歌舞伎や人
形芝居の発達を促し、やがてこれらの文化は時代の推移とともに、地方に
伝播されるに至った。秩父の祭りでは、それらの芸能の中でも特に歌舞伎
の一形式を見ることができる。これらの芸能を秩父の人々が取り入れるこ
とができたのは、江戸との絹取引によって歌舞伎見聞の機会に恵まれたか
らだと思われる。江戸の歌舞伎舞台が仕組まれた秩父祭屋台は、廻り舞台
の装置や引幕にかわる三方同時に下る前幕、屋台の左右に張り出した芸座
（下座とも言う）等の劇場の形式を持っている。この張出舞台を街路に短
時間で組立・解体作業を行うところに秩父の祭りの特徴が表れており、娯
楽の少なかった頃はもちろんのこと、現代においても多くの祭り見物人の
目を楽しませてくれている。
5秩父屋台灘子の起源と発展（16）
絹大市が賑わうことにより、江戸との交流の機会に恵まれるようになっ
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て、秩父に歌舞伎や人形芝居などの芸能が伝播されるに至ったことは前節
で述べた。従って、江戸歌舞伎が秩父に導入され定着していく中で、長唄
やその舞台の効果音などの「下座音楽」も同時に伝播されたと想定でき
る。この下座音楽の中の「一番太鼓」や「砂切」などの儀礼嚥子は屋台離
子と共通した大太鼓のリズムパターンが確認できる。屋台行事が歌舞伎と
結びつきを深めていくのと同時に、儀礼曉子も江戸から秩父に伝えられ、
当初は屋台を曳行する時に開演を知らせる「呼び太鼓」として演奏されて
いたものが、やがて下座音楽から独立し、この曉子は独自の発展を遂げた
と考えられている。屋台離子の成立については、荒川に打ち寄せる波を表
現して秩父の中で独自に創作されたものであるとか、太閤秀吉が大坂城築
城のおり、石曳きのために使ったものが起源である等諸説あるが、秩父と
江戸との絹取引に伴う文化的交流や当時の江戸における祭りや祭り曝子が
賑わっていた時代的背景からいっても、秩父屋台嚥子は江戸中期にその原
型をうみ、発展していったと考えるのが一番自然である。
6．秩父歌舞伎
屋台芝居は現在では3日の午後に行われているが、古くは2日の夜か
ら、宮地・上町・中町・本町の4基の屋台がそれぞれ張出舞台を設置
して、夜通し上演したものだったという（17）。文政4（1821）年から8
（1825）年までは秩父は不況の連続で、いよいよ文政8（1825）年からは
2基ごとの隔年当番制となってしまった。この当番制は中町と宮地、上町
と本町という2組が1年交替で歌舞伎を上演するというもので、これが終
戦直前まで続いた。現在ではこれら4町による1年交替の当番制となり、
宮地・上町・中町・本町が4年に一度の割合でその当番にあたっている。
秩父の歌舞伎は、旧秩父郡吉田町の坂東彦五郎が江戸歌舞伎の名優、三
世坂東三津五郎に弟子入りし修業の後帰郷し、近郷の若者を集めて指導し
たのが始まりと言われている（18）。幕末期までは町内の者や雇い入れた子
ども組が芝居の役者を務めたこともあったが、明治以降は秩父の地芝居一
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座がこれにかわった（19）。現在では、宮地・上町・本町の3町は秩父正和
会に、中町は小鹿野町津谷木若連に、それぞれ当番年での上演を依頼して
いる。
7．祭礼の中止（20）
寛政の頃、次第に人々の暮らしぶりは不安定さが増してきた。そして、
世に言う寛政の改革がはかられた。その一つに寛政11（1799）年、神事
祭礼の折の催し、風紀、歌舞伎、浄瑠璃などを規制する風俗取締りの幕令
がある。これによって附祭屋台芝居が禁止されてしまった。しかしなが
ら、秩父においてこの祭り当日は、米作に恵まれなかったこの地方におい
ての信仰儀式が強く打ち出される機会でもあり、秩父一を誇る秩父絹の大
市が立っときである。つまり、屋台芝居の休止は貨幣収入の減退に直結し
ていたのであった。秩父の人々は窮地に立たされた。また、この時の祭礼
禁止に関して小鹿野町飯田では「曳けない屋台はいらない」と農民が怒
り、屋台を叩き壊してしまったという伝承がある（21）。そして、度々の願
い出により、すべてを質素にすることで11年後にようやく再興の許可が
得られた。
また、天保12（1841）年の水野忠邦の改革により、再び祭礼の中止と
いう策がとられてしまう。だが、この時も寛政の頃と同じように窮地に立
たされながらも、度々の願い出により5年後に再興の許可が得られた。
8．買人足制と曙子方
秩父の中でも中町・上町・本町の三町は江戸時代から秩父の中心街であ
り、大きな財力を誇る大店が軒を連ねていた。祭りではそれぞれの家で費
用を負担し、綱の曳き手を求め、自らは「拍子木」などの司令部としての
役職にっいていた。曳き子の側では、賃金を貰い、各家の屋号が入った祭
り半纏を着て、憧れの屋台の綱を曳くことができるとあって、横瀬、高
篠、久那等の農村地域から多く青年たちが参加した。このような曳き子の
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買人足制は曉子方についても同様である。曳き子として参加した者のう
ち、太鼓が叩ける者、笛が吹ける者が屋台曉子を奏していた（22）。つまり、
今でこそ町内の灘子連が屋台鷹子を奏しているが、古くは曳き子の買人足
制に見られるのと同様に、町場と言われる三町の人々は灘子についても自
分たちの役目とは考えていなかったのである（23）。一方、宮地わ下郷など
の在と言われる町内では、自分たちで全て行っていた。曳き子はもちろん
鷹子についても自分たちの楽しみとして自ら演奏し、太鼓や笛の名人を輩
出し腕を競いあっていた。このように、町場と在では人々の祭りの関わり
方には違いが見られたのである。
V明治・大正時代の秩父
1．大宮町の大火
明治11（1878）年、大宮町は秩父神社境内、鳥居、神楽殿などを含む
町の大部分を焼失する大火事に見舞われた。当時の記録によると焼失戸
数は447戸、焼失区域は3万9千坪、延焼時間は9時間半にも及んだとい
う。この火元が中町であったということから、中町では毎年鎮火祭が行わ
れ、町内2ヵ所、町内境8ヵ所の家屋の屋根軒下に備え付けられたお札箱
に神札を奉祀する慣わしが今も続いている。また、川瀬祭における中町の
お水取り行事もこの鎮火祭にならってこの10ヵ所を浄め、悪疫退散、五
穀豊穣を祈願する行事となった。
2．川瀬祭の附祭のおこり
川瀬祭に屋台が練るようになったのは、明治に入ってからのことであ
る。明治17（1884）年に本町が笠鉾を建造し、その後、明治20（1887）
年に中町、22（1889）年に上町と宮側町、28（1895）年に番場町、32
（1899）年に東町、昭和28（1953）年に熊木町、平成9（1997）年に道生
町が屋台及び笠鉾を建造し、現在はこの8基が曳き回されるようになっ
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た。これらの屋台は7月19日と20日に町内などを練り歩き、荒川の河原
で行われる20日の御神幸祭の行列に加わっている。
3．中町と木魂神社
夜祭の屋台芝居は宮地・上町・中町・本町の4町の屋台が1年交替で当
番となり、歌舞伎を上演している。その時に上演を行っているのは、宮
地・上町・本町が秩父正和会、中町は小鹿野町津谷木若連である。ここで
は、中町と津谷木の関係についてふれておきたい。きむすび中町と津谷木の関係は明治26（1893）年にまで遡り、津谷木の木魂神社にあった鐘を廻り廻って中町が購入し、当時の大宮町消防組の警鐘として使用したことに始まる（24）という。実はその鐘は、木魂神社のある天狗
山山麓の神社参道入り口に立っている「霊鐘由来の碑」に記されている通
り、木魂神社の神鐘だったのだ。翌年には、町内に数回の火災が発生し、
明治11（1878）年の大宮郷大火を彷彿させるかのごとく町民の不安感は
増してきた。そして、とうとう明治27（1894）年にこの鐘を津谷木の木
魂神社に復献することになった。この鐘を復献するにあたり弊饒ととも
に共敬の誠を表したところ、中町町内の火災は直ちに鎮まったという。以
来、中町では毎年5月8旧の木魂神社の大祭には町内代表が参拝に出かけ
ている。そして、津谷木地区は古くから歌舞伎芝居が盛んな地域であり、
中町では屋台芝居を行う当番年では津谷木歌舞伎芝居を依頼し上演するこ
とが慣習となった。
4．祭りと花火
秩父地方は江戸時代より火薬の原料である硝石の産地として知られ、そ
の多くを鉄砲用として江戸に送っていた。硝石と炭と硫黄があれば基本的
な火薬を製造できるので、秩父の花火（秩父では「煙火」とも言う）の基
礎が築かれたのはこの頃だ（25）。また、夜祭においては、明治39（1906）
年に花火の打ち上げを開始し、多いときで一万発も打ち上げられた時期も
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あった。真冬の花火は全国的にみても珍しいのだが、秩父には花火業者が
6軒もあり、その技術を競い合っている。なぜこれほどまでに秩父で花火
が盛んなのかというと、冬場の風と乾燥という秩父の気候が大きく影響し
ている。乾燥は花火を造る上での重要な要素であり、また冬場の冷たい風
は打ち上げられた際の煙を吹き飛ばし、凍てつくような寒さは花火本来の
発色を見ることができるのだ。このように冬場の風と乾燥は、造る側に
とっても見る側にとっても美しい花火を堪能するための好条件となってい
る。現在では夜祭でも6，500発（26）、川瀬祭1，000発の打ち上げがあり、各
花火業者が腕を競い合っている。
5．電線架設と秩父鉄道
大正3（1914）年に秩父の祭りにとって大きな事件が起こった。秩父
地方に電線が架設されたのである。これにより、秩父の人々は10mを超
す自慢の高い笠鉾の改造を余儀なくされてしまった。笠鉾の大部分は7m
ほどに短縮した形の三層笠鉾、または一層や二層にした笠鉾などの変則的
な形になったが、一部の笠鉾は屋台に改造され、従来の舞台形式屋台とは
趣を異にする内室形式屋台が誕生した。この形式は、舞台の代わりに内室
と呼ばれる四方を御簾と彫り物に囲まれた造りになっている。太鼓部屋は
笠鉾創建当初から土台内部にあったので、笠鉾全体が短縮した三層笠鉾や
内室形式屋台に改造されても、その場所は変わっていない。
一方、同じ年に開通した秩父鉄道の架線については、屋台曳行上大きな
問題はなかった。現在、6基の屋台は夜祭の巡幸路で、1ヵ所秩父鉄道の
踏切をわたる箇所がある。御旅所に向かうための通過点であり、いよいよ
夜祭のクライマックスでもある団子坂曳き上げの直前箇所でもある。6基
の屋台のうち先頭の中近笠鉾がその踏切にさしかかると電車が通過するの
を待つ。やりすごすとすぐに秩父鉄道の職員が架線を外して踏切を渡る。
鉄道職員のこの素早い対応は屋台を曳き回している人々や観客たちを興奮
させ、夜祭での一つの見せ場となっている。残り5基の屋台が通過したあ
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と再びつなげられ、鉄道としての機能を果たす。そして深夜12時頃屋台
が御旅所から各町会に戻るために再び架線は外され、翌朝5時の始発電車
運行の頃には平常に戻り、とうとう夜祭も終わりを告げるのである。
6．秩父宮家創立（27）
大正天皇の第二皇子雍仁親王殿下は、大正11（1922）年に御成年に達
せられると共に「秩父宮」という称号を賜る旨の御沙汰を拝せられた。こ
の称号が選ばれた経緯に至っては、『…（前略）殿下は山の宮様と申上げる
様に山登りは特に御好であり、御得意でもあらせられたので、宮号も山に
因まれることが適はしいという事で、山名を選ぶことになり、山の中でも
秩父嶺は、明治天皇が莫めたまへる帝都の在る武蔵国の名山であって、皇
室の御縁故としては、往古、景行天皇の御宇、日本武尊が奥羽の征討に赴
かれて之を御平定になり、其の後甲斐にもお入りになったが、其往復此の
地方を経由せられたことは忠実に徴して明らかな事であり、其の御遺蹟は
秩父郡の各地に今猶存在して居ります。この様な御縁故がある限りでな
く、殿下の住ませられる青山の皇子御殿から、西北遥にこの秩父連邦が望
まれ、日夕其の勇姿に親しまれるのである。斯様な次第で、色々御縁が深
いので、秩父宮の案を採択せられることになったものと拝承して居りま
す。（後略）…』と当時の宮内省の大臣官房総務長の大谷正男氏は「雍仁
親王御事蹟資料（28）」で記している。このことが発表になると、秩父の人々
の感激はたとえようがなく、喜びに沸き返った。そして、宮様は人々の熱
烈な願望に応えられるため、その年10月26日に秩父にお成りになり、秩
父神社を御参拝された。この時、境内に夜祭の屋台と笠鉾の6基を飾り置
きし、宮様をお迎えした。
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VI現代の秩父
1、観光協会設立とその役割
郡市ム円の観光事業を網羅する秩父観光協会とは別に、昭和25（1950）
年に秩父市市制が施行されたことを契機に、昭和27（1952）年に観光事
業の振興とその発展を図る目的で秩父市観光協会が創立された。これによ
り、秩父夜祭において前年に行った秩父商工会議所主催の「秩父商工祭」
が、この年から観光協会との共催で「秩父夜祭観光祭」が催されるように
なった。祭りにおいての観光協会の役割は、この他に観光客誘致のために
新聞などの報道機関に宣伝活動、ポスターの作成配布、花火打ち上げを主
催するなどの活動があげられる。秩父神社の祭りという意味では、御神幸
祭の行列に参加する町会数からいっても夜祭と川瀬祭は同じ規模の祭りな
のであるが、観光協会の関わり方は夜祭と川瀬祭では違っている。12月
の夜祭に際してその準備はその年の9月下旬に最初の会議が開かれると
いう（29）。一方、川瀬祭の場合はそのような大掛かりな準備は特になく、
ポスターによる宣伝（30）、曳き子となる子どもたちの募集、荒川武の鼻で
の花火の主催（31）などである。また、花火の打ち上げ数を比較しても、夜
祭の観光協会主催の花火約5，500発に対し、川瀬祭は約1，000発（32）。これ
は、一つには夜祭が秩父を代表する祭りであり、市外の人々へ発信する対
外的な祭りという性格であるのに対し、川瀬祭はあくまでも市民の祭りと
いうように捉えているところにその理由があると思われる。
夜祭は、観光協会の祭りへの介入によって毎年約20万人もの観光客を
魅了する祭りに発展した。夜祭のクライマックスとも言える団子坂の曳き
上げは、警備上の問題もあるが、一般の観光客は見ることができない。桟
敷席を申し込み、入場券を購入、そして初めてその勇壮な屋台の曳き上げ
を見ることができるのである。現代の祭りにおいて、祭りの発展と観光化
は切っても切れないものと言えるであろう。
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2．屋台灘子保存会
秩父屋台曉子保存会（以下『保存会』と記す）の組織は、江戸期に夜祭
の屋台町六町会に自然発生的に成立したものが現在まで継続しており、あ
る時期に保存会をっくったり、改組されたようなことはない。いっ頃から
「OO屋台離子保存会」という名称が使用され始まったのかははっきりし
ていないが、初めて公式に使用されたのは、昭和52（1977）年の埼玉県
指定無形文化財に指定されたおりの保護団体名としてであり（33）、中近・
下郷・宮地・上町・中町・本町の各屋台曉子保存会だった。しかし、屋台
離子保存会という名称を共通で使用しているという事実以外は、保存会同
士の横のっながりはみられなかった。そして、平成4（1992）年に秩父
市社会教育課の関係団体として「秩父祭屋台瞬子保存会」が結成された。
これは、夜祭の屋台町六町会を中心として、それに川瀬祭の屋台町を加
え、屋台鷹子の継承のための指導・啓蒙・調査・研究等の事業を行うこと
を目的としている。これまでは、各保存会ごとで活動しており、保存会同
士が足並み揃えるなどということは皆無に等しかったが、この秩父祭屋台
曉子保存会が結成されたことにより、各町の保存会に横のつながりができ
た。一方、他町との交流を深めていった結果、互いに奏法などについて歩
み寄りが見られるようになり、各町保存会の特徴がつかみにくくなってき
ているという声も聞く。しかしながら、結成されたおかげで、要請がある
と各屋台町から数名ずつの参加で一つの屋台難子チームを編成、国内にと
どまらず海外などさまざまな場所で演奏を行うことができるようになっ
た。このように、秩父祭屋台嚥子保存会の結成によって、保存会間の垣根
を越えての活動ができるようになったことで、各町の屋台鷹子保存会は古
くからの伝統を守りながらも、新たな一歩を踏み出すことができるように
なったと言える。
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V旺まとめ
筆者は平成9年から秩父市中町で、屋台曉子に取り組む人々に着目し
フィールドワークを続けているが、今回は秩父と秩父の祭り、及び屋台曉
子の時代的背景の探るべく、文献調査を行なった。そこで得られたたくさ
んの史実を以下にまとめる。
1．祭りのおこり
●秩父夜祭は、天慶年間（938～947年）に御旅所へ神輿渡御の祭りが
行われ、これがその創始であるという伝承がある。
●川瀬祭のおこりについては、万治2（1659）年に夏祈祷が行われて
いた記録がある。川瀬祭は祇園会の一形態であり、氏神祭と祇園祭が
習合した姿である。
2，江戸の頃の祭り
●秩父夜察は、改暦以前は霜月三日を中心に行われていた旧暦11月の
新嘗祭のことである。
●江戸時代に絹大市として発展し盛大になっていった祭りが夜祭であ
り、農民たちはその生活を支えるための絹織物で現金収入を得、生活
の安定を得ることができた。
●正徳～享保年間初期（1711～1720年）に屋台の原初的な造形物が出
現した。寛政年間（1789～1801年）には今日の秩父型屋台の基本型
が完成、張出舞台が確立された。
●笠鉾が誕生したのは宝暦から明和にかけての頃（1751～72年）と推
定されており、寛政7（1975）年に中近の10mを超える三層の笠鉾
が誕生した。
●屋台芝居の始まりについては、延享4（1747）年に屋台歌舞伎見物
の記録がある。
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●江戸との絹取引に伴う文化的交流により歌舞伎や人形芝居などの芸能
が伝播された。江戸歌舞伎が秩父に導入され定着していく中で、屋台
行事が歌舞伎と結びっきを深めていき、同時に儀礼嚥子も伝えられ、
やがて下座音楽から独立、この鷹子は独自の発展を遂げたと考えられ
ている。
●秩父の歌舞伎は、旧秩父郡吉田町の坂東彦五郎が江戸歌舞伎の名優、
三世坂東三津五郎のもとで修業し帰郷の後、近郷の若者を集めて指導
したのが始まりと言われている。幕末期までは町内の者や雇い入れた
子ども組が芝居の役者を務めたこともあった。
●寛政の改革や水野忠邦の改革では、神事祭礼の折の催し、風紀、歌舞
伎、浄瑠璃などを規制する風俗取締りがあり、附祭屋台芝居が禁止と
なった。祭礼中止は秩父の人々にとって絹大市での貨幣収入の減退に
直結した。
●古くは町場と言われる三町では曳き子の買人足制があり、灘子方につ
いても同様であった。一・方、在では、曳き子、離子とも自分たちの楽
しみであり自分たちの町内で全て行っていた。
3．明治の頃の祭り
●明治11（1878）年、秩父神社境内、鳥居、神楽殿などを含む町の大
部分を焼失する大火事があった。火元の中町では以後、毎年鎮火祭が
行われ、川瀬祭における中町のお水取り行事もこの鎮火祭にならう行
事となった。
●川瀬祭に屋台が練るようになったのは、明治17（1884）年、本町の
笠鉾建造からである。
●夜祭の屋台芝居は宮地・上町・本町が秩父正和会、中町は小鹿野町津
谷木若連が行っている。中町と津谷木の関係は明治26（1893）年に
まで遡り、津谷木の木魂神社にあった鐘が由縁とされている。
●秩父地方は江戸時代より火薬の原料である硝石の産地として知られ、
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秩父の花火の基礎が築かれたのはこの頃である。夜祭の花火の打ち上
げは、明治39（1906）年が最初である。
4．大正から昭和・現代の祭り
●大正3（真914）年に秩父地方に電線が架設され、10mを超す高い笠
鉾の改造を余儀なくされた。大部分は7mくらいに短縮したもの、ま
たは一層や二層の笠鉾になったが、一部の笠鉾は屋台に改造され、内
室形式屋台が誕生した。
●昭和27（1952）年に観光事業の振興とその発展を図る目的で秩父市
観光協会が創立された。夜祭は、観光協会の祭りへの介入によって毎
年約20万人もの観光客を魅了する祭りに発展した。さまざまな問題
をはらみつつも、現代の祭りにおいて祭りの発展と観光化は切っても
切れないものとなった。
●秩父屋台難子保存会という名称は、埼玉県指定無形文化財に指定され
たおり、保護団体名として初めて公式に使用された。その後平成4
（1992）年に秩父市社会教育課の関係団体として「秩父祭屋台曉子保
存会」が結成された。
以上が、今回の研究で知り得た史実、または史料から推察できる事柄で
ある。秩父夜祭及び川瀬祭がいかに古くから伝わる秩父神社の神事である
か、そして、その附祭が江戸時代に絹大市として発展し、昭和になり観光
化されて今のような大規模な祭りとなったか、屋台行事や屋台離子のおこ
り、そして発展について、より深いレベルで得心することができた。
歴史は新しい事実が加わり塗り替えられていく。秩父祭屋台曉子保存会
の結成の経緯については注意深く心を働かせて考える必要があるだろう。
それまで、各町会っまり保存会ごとの活動であり、保存会同士が足並み揃
えるなどということは皆無に等しかったが、秩父祭屋台鷹子保存会が結成
されたことにより、各町の保存会に横のつながりができたのは喜ばしきこ
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とであるが、他町との交流の結果、離子の奏法などについて歩み寄りが見
られるようになり、個性や特徴がつかみにくくなってきたという声もあ
る。しかしながら、保存会問の垣根を越えての活動ができるようになった
のも事実で、古くからの伝統を守りながらも、新たな一歩を踏み出すこと
ができるようになった。
また祭りの観光化についても一考を要するであろう。盛大な祭りとして
秩父全体がさまざまに潤うことは喜ばしい限りだが、現代社会において
は、それまでの神社一町会という関係で成立していた祭りが、観光協会、
警察などのあらたに公の機関の力をも必要とするようになった。地域の
人々の祭りから整備される祭りに変化していくことは、祭りの現代化と捉
えられ、賑わいの反面、一抹の寂しさを覚える人も少なからずいるであろ
う。秩父の祭りや屋台曉子における不易、そして新しみを求めて変化を重
ねていく流行性こそ不易の本質であるという「不易流行」がここにも存在
するのではないだろうか。
このように、歴史的事実を知り得ることができ、秩父の人々の源流とで
もいうべき事柄に触れることができた。このことは今後研究をすすめる上
で、有益な知識を得たことに間違いない。
、皿おわりに
今回の研究では、秩父や祭り、そして屋台唯子の歴史的変遷についてみ
てきた。このことは、これからも屋台曉子の研究をすすめる上で、大変重
要な背景的ことがらとも言える。今後も、今回の歴史を含め、秩父の文
化、社会との関わりの中で、秩父の人々がいかに自分たちの祭りや難子を
学び愛好し、演じているのかを詳細に記述することが秩父の祭りや屋台唯
子の魅力を捉えるために重要ではないかと考えている。そのためにも、秩
父や屋台嚥子の史実を知ることは今後研究を続ける上で大変に有益であっ
た。
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さらにこのような立場から観察を続け、今後も秩父の人々が心惹かれて
やまない祭りや屋台難子を、彼らがどのように取り組んでいるのかをでき
るだけ彼らの側から捉えていきたい。
??
（1）平成17年に、秩父市、吉田町、大滝村、荒川村が合併し、新たに「秩父市」と
なった。面積577．69㎡、人口約7万人。
（2）例えば「秩父銘仙」と名を馳せた絹織物にはじまる織物産業、同じく伝統産業
であるセメント産業、山問部という地の利を生かした木材生産業などがある。
（3）秩父の山村に点在する集落のこと。（井出孫六『秩父一峠・村・家』岩波書
店、1984年、2－4頁）
（4）飾り物につけた山車をひいて練り歩く祭りの総称。（『日本語大辞典』講談社、
1989年）
（5）秩父では「山車」と言わずに「屋台」と言う。秩父の屋台には『屋台』『笠鉾』
の2種類がある。つまり、「屋台」という語には『笠鉾』に対しての「屋台」を
指す場合に用いられる使用法と、『屋台』『笠鉾』を総称するときに用いる場合の
使用法がある。
（6）『秩父市誌』1962年、p．1－2参照。
（7）『秩父神社社殿』より。
（8）平安時代末期とも伝えられる。
（9）秩父大祭と「妙見マチ」とも言った。
⑩『秩父祭屋台』秩父市教育委員会、1963年、14－15頁。
（1D『秩父祭屋台』秩父市教育委員会、1963年、14－19頁参照。
⑰作美陽一『武蔵の祭車第一集北武一』1988年、5－8頁参照。
⑬「地場産業としての秩父絹生産態勢の成立、絹大市の商品流通機構と機能の歴
史的段階、江戸歌舞伎と舞台構造の整備とその完成時期、地元に残る史料を分析
することによって得られる夜祭の変遷」（千島壽『秩父大祭』埼玉新聞社、1981
年、9頁参照）
q萄前掲書、8－9頁参照。
㈲『秩父祭屋台』秩父市教育委員会、1963年、20－21頁参照。
㈲中村知夫『秩父屋台曉子の成立とその原形にっいて』埼玉民俗第20号、1995
年、91－106頁参照。
⑰『保存版秩父の祭り』郷土出版社、1998年、75頁参照。
㈹『秩父夜祭』秩父観光協会、1994年、37－38頁参照。
⑲『秩父祭屋台』秩父市教育委員会、1963年、34－38頁参照。
⑳前掲書、21－28頁参照。
⑳作美陽一『武蔵の祭車第一集北武一』1988年、6頁参照。
⑳大島純子『中近における秩父屋台難子の現況』埼玉民俗第18号、1993年、98
－125頁参照。
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⑳松平誠『秩父祭一底冷えの冬の街にひびく屋台曉子』季刊民族学第18号、1981
年、41－44頁参照。
『秩父祭屋台中町屋台の行事』中町屋台保存会、1980年、36，46－48頁参照。
『保存版秩父の祭り』郷土出版社、1998年、93－94頁参照。
観光協会主催の花火が5，500発、町会主催の花火が1，000発。（平成11年調べ）
『秩父市誌』1962年、1095－1104頁参照。
大谷正男「宮号御決定の事等」『雍仁親王御事蹟資料一』秩父宮記念会、1960
年、188－190頁参照。
瀬祭から再開。
⑳川瀬祭の花火の費用は市の補助金、神社の負担金、観光協会の事業費でまかな
われている。（平成11年2月、秩父市役所山田省吾氏談）
㈹中村知夫『秩父屋台曉子の現況と課題一秩父神社例大祭の屋台町の場合一』埼
玉民俗第18号、1993年、81頁参照。
⑫の
㈲
㈲
⑳
㈱
㈲平成11年5月、秩父市観光協会高橋康夫氏談。
⑤①ポスターは2，600枚作成され、JRや西武線の主要駅に配布される。
⑳30年ほど前まで花火大会が開催されていたがその後中断、そして平成8年の川
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